
頁 行 誤 正
図2.1 不虜の事故 不慮の事故
図2.2（男女のグラフとも） 不虜の事故 不慮の事故
下から10～11行目 「プロジェクトサイクルマネジメント*」

などがある．
「プロジェクトサイクルマネジメント*」
（災害対策では「クロスロード」「避難所
HUG」）などがある．

〃 下から1行目 （第1～第 段階） （第1～第 段階）
上から2行目 （第 ～第8段階） （第 ～第8段階）

〃 上から7行目 ②第2段階：疫学診断（epidemiological
diagnosis）：　第1段階のQOLに影響を及
ぼしている健康問題やその指標が選ばれ
る．健康問題を明確にすることが効果的な
プランニングのためには重要である．
③第3段階：行動・環境診断（behavioral
and environmental diagnosis）：　第2
段階で選ばれた健康問題と関わる行動因子
や環境因子を選定し，行動目標と環境目標
を決定する．

②第2段階：疫学・行動・環境診断（epi-

mental diagnosis）：　第1段階のQOLに
影響を及ぼしている健康問題やその指標が
選ばれる．健康問題を明確にすることが効
果的なプランニングのためには重要であ
る．健康問題と関わる行動因子や環境因子
を選定し，行動目標と環境目標を決定す
る．

〃 下から9行目 ④第 段階：教育・組織診断（educational
）

③第 段階：教育・エコロジカル診断
（educational and ecological diagno-
）

〃 下から5行目 ⑤第 段階：運営・政策診断 ④第 段階：運営・政策診断
〃 下から2行目 ⑥第 段階：実施（implementa-tion）：

第1段階から第 段階のプロセスを行う．
⑤第 段階：実施（implementa-tion）：
第1段階から第 段階のプロセスを行う．

〃 下から1行目 ⑦第 段階：経過評価 ⑥第 段階：プロセス評価
上から2行目 ⑧第 段階：影響評価 ⑦第 段階：影響評価

〃 上から5行目 ⑨第 段階：結果評価（outcome evalu-
ation）：　評価の第3段階は，疫学診断と
社会診断に対応する結果評価である．

⑧第 段階：成果評価（outcome evalu-
ation）：　評価の第3段階は，疫学診断と
社会診断に対応する成果評価である．

上から18行目 （栢モデル） （千葉県柏市モデル）
（2016.4.作成）

『コンパクト公衆栄養学 第3版』朝倉書店

第1刷　正誤表
※下記p.78～80の修正を次ページ以降に印刷してあります．切り取って該当ページに貼付してお使いください．
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